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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車載コンピューティングシステムのための方法であって、前記方法が、
　車両のドライバーへの提示のための通知に関するデータを受信することと、
　ドライバープロファイルに基づいて、前記通知を前記ドライバーに前記車載コンピュー
ティングシステムを介して提示するタイミングを調整することであって、前記ドライバー
プロファイルが、前記ドライバーに関連した少なくとも過去の運転挙動に基づいて生成さ
れ、前記過去の運転挙動が、以前の車両走行中での以前の通知の提示に関する前記車載コ
ンピューティングシステムのユーザーインタフェースと前記ドライバーとの間の過去のや
りとりを含む、ことと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記通知が、前記車載コンピューティングシステムに対する利用可能なソフトウェアア
ップデート、車両リコールデータ、および環境情報のうちの１つまたは複数を含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　データを受信することが、前記データを、ネットワークまたは前記車載コンピューティ
ングシステムに通信的に結合されたクラウドコンピューティングシステムから無線で受信
することを含み、前記以前の通知に対するデータが、前記ネットワークまたは前記クラウ
ドコンピューティングシステムから無線で受信される、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　車両イベントに応答する前記ドライバーを識別することをさらに含み、前記ドライバー
プロファイルが、前記識別されたドライバーに関連しており、前記タイミングを前記ドラ
イバープロファイルに基づいて調整することが、第２のドライバーを示している前記ドラ
イバープロファイルに応答して、前記通知の提示を延期することを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記ドライバーに関連した前記過去の運転挙動が、１つまたは複数の以前の車両走行中
に前記車載コンピューティングシステムで集計されたドライバー固有の運転データを含み
、前記運転データが、運転経路、座席位置、ハンドル位置、アクセルペダル使用プロファ
イル、ブレーキペダル使用プロファイル、および車両の回転困難度のうちの１つまたは複
数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記タイミングを前記ドライバープロファイルに基づいて調整することが、主要なドラ
イバーを示している前記ドライバープロファイルに応答して、前記ドライバープロファイ
ル内に含まれる主要なドライバーの表示の好みに基づいて前記ドライバーに前記通知を表
示することを含み、前記ユーザーインタフェースと前記ドライバーとの間の前記過去のや
りとりが、少なくとも前記以前の車両走行中における前記主要なドライバーによる１つま
たは複数の通知提示に対する応答のパラメータを含み、前記パラメータが、前記１つまた
は複数の通知提示の以前の延期または無視の数および応答のタイプのうちの１つまたは複
数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　車載コンピューティングシステムのための方法であって、前記方法が、
　車両のドライバーへの提示のための通知に関するデータを受信することと、
　ドライバープロファイルに基づいて、前記通知を前記ドライバーに前記車載コンピュー
ティングシステムを介して提示するタイミングを調整することであって、前記ドライバー
プロファイルが、前記ドライバーに関連した少なくとも過去の運転挙動に基づいて生成さ
れる、ことと
を含み、
　前記タイミングを前記ドライバープロファイルに基づいて調整することが、主要なドラ
イバーを示している前記ドライバープロファイルに応答して、前記ドライバープロファイ
ル内に含まれる主要なドライバーの表示の好みに基づいて前記ドライバーに前記通知を表
示することを含み、
　ドライバーの表示の好みに基づいて表示することが、延期選択肢を前記主要なドライバ
ーに表示することを含み、前記延期選択肢が前記主要なドライバーの前記ドライバープロ
ファイルに基づく、方法。
【請求項８】
　前記通知を前記主要なドライバーに表示する前記タイミングが、前記車両の地理的位置
、車両の経路、車両作動の時刻、前記車両の前記地理的位置での交通状態、車両速度、お
よびエンジン速度を含む、現在の車両状態にさらに基づく、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　車載コンピューティングシステムのための方法であって、前記方法が、
　車両のドライバーへの提示のための通知に関するデータを受信することと、
　ドライバープロファイルに基づいて、前記通知を前記ドライバーに前記車載コンピュー
ティングシステムを介して提示するタイミングを調整することであって、前記ドライバー
プロファイルが、前記ドライバーに関連した少なくとも過去の運転挙動に基づいて生成さ
れる、ことと
を含み、
　前記タイミングを前記ドライバープロファイルに基づいて調整することが、主要なドラ
イバーを示している前記ドライバープロファイルに応答して、前記ドライバープロファイ
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ル内に含まれる主要なドライバーの表示の好みに基づいて前記ドライバーに前記通知を表
示することを含み、
　前記通知を前記主要なドライバーに表示する前記タイミングが、前記車両の地理的位置
、車両の経路、車両作動の時刻、前記車両の前記地理的位置での交通状態、車両速度、お
よびエンジン速度を含む、現在の車両状態にさらに基づき、
　現在の車両状態に基づいて表示する前記タイミングが、１つまたは複数の延期選択肢を
前記現在の車両状態に基づいて表示することを含む、方法。
【請求項１０】
　前記通知を前記主要なドライバーに表示する前記タイミングが、前記通知の緊急度レベ
ルおよび前記通知のコンテキストパラメータのうちの１つまたは複数にさらに基づく、請
求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　車載コンピューティングシステムであって、前記車載コンピューティングシステムは、
　プロセッサと、
　ナビゲーション機器と、
　前記車載コンピューティングシステムをクラウドベースネットワークに通信的に結合す
る通信インタフェースと、
　ディスプレイ装置と、
　命令を格納する記憶装置と
を備え、前記命令が、
　車両ドライバーへの提示のための通知を前記クラウドベースネットワークから受信する
ことであって、前記通知が車両パラメータに関する、ことと、
　前記ナビゲーション機器から受信された前記車両の位置的および時間的情報に基づいて
、かつ、以前の車両走行中での以前の通知の提示に関する前記車載コンピューティングシ
ステムのユーザーインタフェースと前記車両ドライバーとの間の過去のやりとりに基づい
て、車両走行中に、前記通知を前記車両ドライバーに対して前記ディスプレイ装置上に表
示するタイミングを調整することであって、前記時間的情報は、前記車両がある位置にお
いて休憩する期間および／または時刻を含む、ことと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、車載コンピューティングシステム
。
【請求項１２】
　位置的および時間的情報に基づいて表示するタイミングを調整することが、
　前記位置的および時間的情報に基づいて車両経路および目的地を推測することと、
　前記車両経路上の事前に定義された位置に到達するまで、前記通知の表示を自動的に延
期することと
を含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　位置的および時間的情報に基づいて表示するタイミングを調整することが、
　前記位置的および時間的情報に基づいて車両経路および目的地を推測することと、
　事前に定義された継続期間が経過するまで、前記通知の表示を自動的に延期することで
あって、前記事前に定義された継続期間が前記推測された車両経路および目的地に基づい
て決定される、ことと
を含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記記憶装置が、
　　前記車両ドライバーの活動状態を監視することと、
　　前記監視された活動状態に基づいて前記通知を表示する前記タイミングをさらに調整
することであって、表示の前記タイミングが、ドライバーの注意の低下および／またはド
ライバー活動の高まりを示す前記活動状態に応答して延期される、ことと
を行うために、前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、請求項１１に
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記載のシステム。
【請求項１５】
　前記記憶装置が、
　　前記車両ドライバーの運転挙動に関する入力を集計することと、
　　前記集計された入力に基づいて前記クラウドベースネットワーク上のドライバープロ
ファイルをアップデートすることであって、前記ドライバープロファイルが、車両状態条
件およびドライバー状態条件のうちの１つまたは複数に関連した複数の成功指標を含み、
前記複数の成功指標のうちの各成功指標が、前記車両状態条件および前記ドライバー状態
条件のうちの前記関連した１つまたは複数において通知を提示することが前記通知に応答
したアクションを行うことに対する肯定通知応答をもたらす可能性を示す、ことと
を行うために、前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、請求項１１に
記載のシステム。
【請求項１６】
　前記記憶装置が、
　　前記クラウドベースネットワークから取得された１つまたは複数のドライバープロフ
ァイルと比較して前記ドライバーの運転挙動に基づいて車両ドライバーを識別することと
、
　　前記車両ドライバーの前記識別に基づいて前記通知を表示する前記タイミングをさら
に調整することと
を行うために、前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、請求項１１に
記載のシステム。
【請求項１７】
　車載コンピューティングシステムであって、前記車載コンピューティングシステムは、
　プロセッサと、
　車載エンタテインメントシステムと、
　ナビゲーション機器と、
　前記車載コンピューティングシステムをクラウドベースネットワークに通信的に結合す
る通信インタフェースと、
　ディスプレイ装置と、
　命令を格納する記憶装置と
を備え、前記命令が、
　車両ドライバーへの提示のための通知を前記クラウドベースネットワークから受信する
ことであって、前記通知が車両パラメータに関する、ことと、
　前記ナビゲーション機器からのナビゲーションデータに基づいて、現在の車両状態を推
測することと、
　前記車両ドライバーの前記車載エンターテイメントシステムとのやりとりに基づいて、
現在のユーザー状態を推測することと、
　前記クラウドベースネットワーク上に格納された１つまたは複数のドライバープロファ
イルと比較して、現在の運転挙動に基づいて前記車両ドライバーを識別することであって
、前記１つまたは複数のドライバープロファイルが、各車両ドライバーに関連した過去の
運転挙動に基づいて生成される、ことと、
　前記車両ドライバーの前記識別、前記推測された現在の車両状態、および前記推測され
た現在のユーザー状態の各々に基づいて、前記車両ドライバーに対して前記通知を前記デ
ィスプレイ装置上に表示するタイミングを調整することであって、複数の延期選択肢が、
閾値より高い成功指標を有する車両の走行経路に沿った１つまたは複数の位置から選択さ
れ、前記成功指標が、前記走行経路に沿った前記１つまたは複数の位置で受信された以前
の通知応答の相関に基づいて計算されている、ことと
を行うために、前記プロセッサによって実行可能である、車載コンピューティングシステ
ム。
【請求項１８】
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　表示のタイミングを調整することが、
　主要なドライバーを示している前記車両ドライバーの前記識別に応答して、前記通知を
直ちに表示するのを可能にすることと、
　第２のドライバーを示している前記車両ドライバーの前記識別に応答して、前記通知の
表示を延期することと
を含む、請求項１７に記載の車載コンピューティングシステム。
【請求項１９】
　前記命令が、
　複数の延期選択肢を前記車両ドライバーに対して表示するためにさらに実行可能であり
、前記複数の延期選択肢が、前記推測された現在のユーザー状態および前記推測された現
在の車両状態に基づく、請求項１７に記載の車載コンピューティングシステム。
【請求項２０】
　前記ユーザーインタフェースと前記ドライバーとの間の前記過去のやりとりが、少なく
とも前記以前の車両走行中での１つまたは複数の通知提示に応答して受信されたユーザー
入力を含み、前記方法が、
　前記ユーザーインタフェースと前記ドライバーとの間の前記過去のやりとりの各々に対
して、前記過去のやりとりが生じる時間における状態条件に対応するドライバーおよび車
両のうちの少なくとも１つに対する状態情報を受信し、前記状態条件と前記過去のやりと
りとの間の対応を判断することと、
　前記状態条件中に通知を提示することが選択された通知応答をもたらす可能性を示す各
状態条件に対する成功指標を判定することと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１４年１月６日に出願された「ＩＮ－ＶＥＨＩＣＬＥ　ＮＯＴＩＦＩＣ
ＡＴＩＯＮ　ＰＲＥＳＥＮＴＡＴＩＯＮ　ＳＣＨＥＤＵＬＩＮＧ」という名称の米国仮特
許出願第６１／９２４，０４７号に対する優先権を主張し、その内容全体があらゆる目的
のため参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は、車載コンピューティングシステムに関する通知の提示に関する。
【背景技術】
【０００３】
　インフォテインメントシステム用のヘッドユニットなどの、車載コンピューティングシ
ステムは、通知をユーザーに提示するために、ディスプレイおよび／または車両のスピー
カーとのインタフェースを含み得る。例えば、通知は、車載コンピューティングシステム
上で実行されるソフトウェアをアップグレードするためのアップグレードデータの利用可
能性などの、イベントをユーザーに通知するために提示され得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　車載コンピューティングシステムを経由した、車両のドライバーに対する、通知のスケ
ジューリングおよび提示のための実施形態を開示する。いくつかの実施形態では、車載コ
ンピューティングシステムのための方法は、車両のドライバーに提示するための通知に関
するデータを受信することを含む。本方法は、ドライバープロファイルに基づき、車載コ
ンピューティングシステムを経由してドライバーに通知を提示するタイミングを調整する
ことをさらに含み、ドライバープロファイルは、ドライバーに関連した過去の運転挙動に
基づき生成される。
【０００５】
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　いくつかの実施形態では、車載コンピューティングシステムは、プロセッサ、ナビゲー
ション機器、車載コンピューティングシステムをクラウドベースネットワークに通信的に
結合する通信インタフェース、ディスプレイ装置、および車両のドライバーに対して提示
するための通知をクラウドベースネットワークから受信するためにプロセッサによって実
行可能な命令を格納する記憶装置を含み、その通知は車両パラメータに関する。命令は、
ナビゲーション機器から受信した車両の位置的および時間的情報に基づき、車両の走行中
に、通知を車両のドライバーに対してディスプレイ装置上に表示するタイミングを調整す
るためにさらに実行可能であり得る。
【０００６】
　他の実施形態では、車載コンピューティングシステムは、プロセッサ、車載エンタテイ
ンメントシステム、ナビゲーション機器、車載コンピューティングシステムをクラウドベ
ースネットワークに通信的に結合する通信インタフェース、ディスプレイ装置、および車
両のドライバーに対して提示するための通知をクラウドベースネットワークから受信する
ためにプロセッサによって実行可能な命令を格納する記憶装置を含み、その通知は車両パ
ラメータに関する。命令は、ナビゲーション機器からのナビゲーションデータに基づき、
現在の車両状態を推測し、車両ドライバーの車載エンターテイメントシステムとのやりと
りに基づき、現在のユーザー状態を推測し、クラウドベースネットワーク上に格納された
１つまたは複数のドライバープロファイルと比較して、現在の運転挙動に基づき車両ドラ
イバーを識別するためにさらに実行可能であり得、１つまたは複数のドライバープロファ
イルは、各車両ドライバーに関連した過去の運転挙動に基づき生成される。命令は、車両
ドライバーの識別、推測された現在の車両状態、および推測された現在のユーザー状態の
各々に基づき、車両ドライバーに対して通知をディスプレイ装置上に表示するタイミング
を調整するためにさらに実行可能であり得る。
本願発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　車載コンピューティングシステムのための方法であって、上記方法が、
　車両のドライバーへの提示のために通知に関するデータを受信することと、
　ドライバープロファイルに基づき、上記通知を上記ドライバーに上記車載コンピューテ
ィングシステムを介して提示するタイミングを調整することであって、上記ドライバープ
ロファイルが上記ドライバーに関連した少なくとも過去の運転習慣に基づき生成される、
上記通知を上記ドライバーに提示するタイミングを調整することと
を含む、車載コンピューティングシステムのための方法。
（項目２）
　上記通知が、上記車載コンピューティングシステムに対して利用可能なソフトウェアア
ップデート、車両リコールデータ、および環境情報のうちの１つまたは複数を含む、上記
項目に記載の方法。
（項目３）
　データを受信することが、上記データを、ネットワークまたは上記車載コンピューティ
ングシステムに通信的に結合されたクラウドコンピューティングシステムから無線で受信
することを含む、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目４）
　上記タイミングを上記ドライバープロファイルに基づき調整することが、第２のドライ
バーを示している上記ドライバープロファイルに応答して、上記通知の提示を延期するこ
とを含む、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５）
　上記ドライバーに関連した上記過去の運転挙動が、１つまたは複数の以前の車両走行中
に上記車載コンピューティングシステムで集計されたドライバー固有の運転データを含み
、上記運転データが、運転経路、座席位置、ハンドル位置、アクセルペダル使用プロファ
イル、ブレーキペダル使用プロファイル、車両の回転困難度、および上記車載コンピュー
ティングシステムのユーザーインタフェースとのやりとりのうちの１つまたは複数を含む
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、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目６）
　上記タイミングを上記ドライバープロファイルに基づき調整することが、主要なドライ
バーを示している上記ドライバープロファイルに応答して、上記ドライバープロファイル
内に含まれる主要なドライバーの表示の好みに基づき上記ドライバーに上記通知を表示す
ることを含む、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目７）
　ドライバーの表示の好みに基づき表示することが、延期選択肢を上記主要なドライバー
に表示することを含み、上記延期選択肢が上記主要なドライバーの上記ドライバープロフ
ァイルに基づく、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目８）
　上記通知を上記主要なドライバーに表示する上記タイミングが、上記車両の位置、車両
の経路、車両作動の時刻、上記車両の上記地理的位置での交通状態、車両速度、およびエ
ンジン速度を含む、現在の車両状態にさらに基づく、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目９）
　現在の車両状態に基づく表示の上記タイミングが、１つまたは複数延期選択肢を上記現
在の車両状態に基づき表示することを含む、上記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１０）
　上記通知を上記主要なドライバーに表示する上記タイミングが、上記通知の緊急度レベ
ルおよび上記通知のコンテキストパラメータのうちの１つまたは複数にさらに基づく、上
記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１１）
　プロセッサと、
　ナビゲーション機器と、
　上記車載コンピューティングシステムをクラウドベースネットワークに通信的に結合す
る通信インタフェースと、
　ディスプレイ装置と、
　命令を格納する記憶装置であって、上記命令が、
　　車両のドライバーに対して提示するための通知を上記クラウドベースネットワークか
ら受信することであって、上記通知が車両パラメータに関する、通知を上記クラウドベー
スネットワークから受信することと、
　　上記ナビゲーション機器から受信した上記車両の位置的および時間的情報に基づき、
車両の走行中に、上記通知を上記車両のドライバーに対して上記ディスプレイ装置上に表
示するタイミングを調整することと
を行うために上記プロセッサによって実行可能である、命令を格納する記憶装置記憶装置
と
を備える、車載コンピューティングシステム。
（項目１２）
　位置的および時間的情報に基づき表示のタイミングを調整することが、
　上記位置的および時間的情報に基づき車両経路および目的地を推測することと、
　上記車両経路上の事前に定義された位置に到達するまで、上記通知の表示を自動的に延
期することと
を含む、上記項目に記載のシステム。
（項目１３）
　位置的および時間的情報に基づき表示のタイミングを調整することが、
　上記位置的および時間的情報に基づき車両経路および目的地を推測することと、
　閾値継続期間が経過するまで、上記通知の表示を自動的に延期することであって、上記
継続期間が上記推測された車両経路および目的地に基づく、上記通知の表示を自動的に延
期することと
を含む、上記項目のいずれかに記載のシステム。
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（項目１４）
　上記記憶装置が、
　　上記車両ドライバーの活動状態を監視することと、
　　上記監視された活動状態に基づき上記通知を表示する上記タイミングをさらに調整す
ることであって、表示の上記タイミングが、ドライバーの注意の低下および／またはドラ
イバー活動の高まりを示す上記活動状態に応答して延期される、上記通知を表示する上記
タイミングをさらに調整することと
を行うために、上記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、
上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１５）
　上記記憶装置が、
　　上記車両ドライバーの運転挙動に関する入力を集計することと、
　　上記集計された入力に基づき上記クラウドベースネットワーク上のドライバープロフ
ァイルをアップデートすることと
を行うために、上記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、
上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１６）
　上記記憶装置が、
　　上記クラウドベースネットワークから取得された１つまたは複数のドライバープロフ
ァイルと比較して上記ドライバーの運転挙動に基づき車両ドライバーを識別することと、
　　上記車両ドライバーの上記識別に基づき上記通知を表示する上記タイミングをさらに
調整することと
を行うために、上記プロセッサによって実行可能な命令をさらに格納する、
上記項目のいずれかに記載のシステム。
（項目１７）
　プロセッサと、
　車載エンタテインメントシステムと、
　ナビゲーション機器と、
　上記車載コンピューティングシステムをクラウドベースネットワークに通信的に結合す
る通信インタフェースと、
　ディスプレイ装置と、
　命令を格納する記憶装置であって、上記命令が、
　　車両ドライバーに対して提示するための通知を上記クラウドベースネットワークから
受信することであって、上記通知が車両パラメータに関する、通知を上記クラウドベース
ネットワークから受信することと、
　　上記ナビゲーション機器からのナビゲーションデータに基づき、現在の車両状態を推
測することと、
　　上記車両ドライバーの上記車載エンターテイメントシステムとのやりとりに基づき、
現在のユーザー状態を推測することと、
　　上記クラウドベースネットワーク上に格納された１つまたは複数のドライバープロフ
ァイルと比較して、現在の運転挙動に基づき上記車両ドライバーを識別することであって
、上記１つまたは複数のドライバープロファイルが、各車両ドライバーに関連した過去の
運転挙動に基づき生成される、現在の運転挙動に基づき上記車両ドライバーを識別するこ
とと、
　　上記車両ドライバーの上記識別、上記推測された現在の車両状態、および上記推測さ
れた現在のユーザー状態の各々に基づき、上記車両ドライバーに対して上記通知を上記デ
ィスプレイ装置上に表示するタイミングを調整することと
を行うために、上記プロセッサによって実行可能である、命令を格納する記憶装置と
を備える、車載コンピューティングシステム。
（項目１８）
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　表示のタイミングを調整することが、
　主要なドライバーを示している上記車両ドライバーの上記識別に応答して、上記通知を
直ちに表示するのを可能にすることと、
　第２のドライバーを示している上記車両ドライバーの上記識別に応答して、上記通知の
表示を延期することと、
を含む、上記項目に記載の車載コンピューティングシステム。
（項目１９）
　上記命令が
　複数の延期選択肢を上記車両ドライバーに対して表示するためにさらに実行可能であり
、上記複数の延期選択肢が、上記推測された現在のユーザー状態および上記推測された現
在の車両状態に基づく、
上記項目のいずれかに記載の車載コンピューティングシステム。
（項目２０）
　複数の延期選択肢が、閾値より高い成功指標を有する上記車両の走行経路に沿った１つ
または複数の位置から選択され、上記成功指標が、上記経路に沿った上記１つまたは複数
の位置で受信された以前の通知応答の相関に基づき計算されている、上記項目のいずれか
に記載の車載コンピューティングシステム。
（摘要）
　車載コンピューティングシステムを経由した、車両のドライバーに対する、通知のスケ
ジューリングおよび提示のための実施形態を開示する。いくつかの実施形態では、車載コ
ンピューティングシステムのための方法が、車両のドライバーに提示するための通知に関
するデータを受信することを含む。本方法は、ドライバープロファイルに基づき、車載コ
ンピューティングシステムを経由してドライバーに通知を提示するタイミングを調整する
ことをさらに含み、ドライバープロファイルは、ドライバーに関連した過去の運転挙動に
基づき生成される。
【０００７】
　本開示は、添付の図を参照して、以下の限定されない実施形態の説明を読むことにより
さらに良く理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本開示の１つまたは複数の実施形態による車両のキャビン内部の部分投影図例を
示す。
【図２】本開示の１つまたは複数の実施形態によるアップグレード通知提示スケジューリ
ングシステムのためのアーキテクチャ例を示す。
【図３】本開示の１つまたは複数の実施形態による車載コンピューティングシステムのブ
ロック図である。
【図４】本開示の１つまたは複数の実施形態に従い、車両のドライバーの識別に基づき、
車載コンピューティングシステムのための通知を提示する方法の流れ図である。
【図５】本開示の１つまたは複数の実施形態に従って、車載コンピューティングシステム
のアップグレードを実行するための方法の流れ図である。
【図６】本開示の１つまたは複数の実施形態に従い、ドライバーに対する通知の提示を再
スケジューリングする方法の流れ図である。
【図７】本開示の１つまたは複数の実施形態に従い、車両のドライバーに対するアップグ
レード通知の提示をスケジューリングするための方法の流れ図である。
【図８】本開示の１つまたは複数の実施形態に従い、異なる車両／ドライバー状態条件下
で、通知の提示に対する成功率を判断するための方法の流れ図である。
【図９】本開示の１つまたは複数の実施形態に従い、車載コンピューティングシステムに
対するアップグレード通知を管理するための方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　車載コンピューティングシステムを使用して提示される通知は、目的地への到着、車両
／車両システム状態に対する変化、個人的な行事、車載コンピューティングシステムに対
する利用可能なアップグレード、車両リコールデータ、環境情報など、のイベントを、ド
ライバーに通知し得る。ドライバーがプログラムされた目的地に到着したという通知など
の、いくつかの通知は、ユーザー入力を必要とすることなく提示され得るが、他の通知は
、動作を承認および／もしくは選択するか、システムへの他のタイプの入力を提供するた
めに、ドライバーの注意を要求し得る。かかる通知は、ドライバーの注意をそらす可能性
があり、それは、ドライバーが同時に車両の動作を制御している場合に安全に対する懸念
を提示し得る。通知は、ある時（例えば、ドライバーが他のタスクに気を取られている場
合）に提示されると、成功率（例えば、ドライバーへのイベントの通知における成功なら
びに／またはイベントに応答して動作を承認および／もしくは選択するユーザー入力の受
信における成功）も低下し得る。例えば、ドライバーは、他のタスクに集中している場合
、車載コンピューティングシステムに対して利用可能なアップグレードの通知を無視およ
び／または却下しがちであり得る。
【００１０】
　本開示は、車載コンピューティングシステムに対して利用可能なアップデート／アップ
グレードの通知などの、通知のインテリジェントなスケジューリングおよび提示に関した
実施形態を提示する。かかるアップデート／アップグレード用のデータは、車載コンピュ
ーティングシステムで（例えば、無線および／またはプッシュ型通信プロセスとして）受
信され得るが、アップデート／アップグレードは、車載コンピューティングシステムのド
ライバー／ユーザーが通知を認識し、かつ／またはインストレーションを承認するまで、
車載コンピューティングシステム上にインストールされない可能性がある。ドライバーに
対して安全で都合のいい時に通知が提示される可能性を高めるために、通知は、車両の現
在のドライバー、ならびに車両および／またはユーザー状態を含む、他の動的および静的
情報に基づき、スケジューリングされ得る。アップデート／アップグレードの利用可能性
の通知をインテリジェントにスケジューリングすることにより、ドライバーは、アップグ
レードを受け入れる可能性が高くなり得、それにより車載コンピューティングシステムの
機能が調整（例えば、新機能の追加、誤動作の対処／修正など）されるのを可能にする。
アップデート／アップグレードの通知のコンテキストで説明するが、本開示のシステムお
よび方法は、任意の適切なタイプの通知をスケジューリングするために利用され得ること
を理解されたい。
【００１１】
　図１は、車両１０２のキャビン１００の内部の部分投影図例を示し、車両１０２内にド
ライバーおよび／または１人もしくは複数の乗客が座り得る。図１の車両１０２は、駆動
輪（図示せず）および内燃エンジン１０４を含む自動車であり得る。内燃エンジン１０４
は、吸気を吸気流路を通して受け入れて、燃焼ガスを排出路を通して排出し得る１つまた
は複数の燃焼室を含み得る。車両１０２は、他のタイプの車両の中で、ロード用自動車（
ｒｏａｄ　ａｕｔｏｍｏｂｉｌｅ）であり得る。いくつかの例では、車両１０２は、車両
運動および／またはエンジンからエネルギーを吸収し、吸収したエネルギーを、エネルギ
ー貯蔵装置による貯蔵に適したエネルギー形式に変換するように動作可能なエネルギー変
換装置を含むハイブリッド推進システムを含み得る。車両１０２は、燃料電池、太陽エネ
ルギー捕捉要素、および／または車両に電力を供給するための他のエネルギー貯蔵システ
ムを組み込む、完全な電気自動車を含み得る。
【００１２】
　図のように、インストルメントパネル１０６は、車両１０２のドライバー（ユーザーと
も呼ばれる）がアクセス可能な様々なディスプレイおよびコントロールを含み得る。例え
ば、インストルメントパネル１０６は、車載コンピューティングシステム１０９（例えば
、インフォテインメントシステム）のタッチスクリーン１０８、オーディオシステム制御
パネル、およびインストルメントクラスタ１１０を含み得る。図１に示すシステム例は、
別個のオーディオシステム制御パネルのないタッチスクリーン１０８などの、車載コンピ
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ューティングシステム１０９のユーザーインタフェースを介して実行され得るオーディオ
システムコントロールを含むが、他の実施形態では、車両はオーディオシステム制御パネ
ルを含み得、それは、ラジオ、コンパクトディスクプレーヤー、ＭＰ３プレーヤーなどの
、従来の車両オーディオシステムのためのコントロールを含み得る。オーディオシステム
コントロールは、車両スピーカーシステムのスピーカー１１２を経由した音声出力の１つ
または複数の態様を制御するための特徴を含み得る。例えば、車載コンピューティングシ
ステムまたはオーディオシステムコントロールは、音声出力のボリューム、車両スピーカ
ーシステムの個々のスピーカー間での音の分布、音声信号のイコライゼーション、および
／または音声出力の任意の他の態様を制御し得る。さらなる例では、車載コンピューティ
ングシステム１０９は、タッチスクリーン１０８を介して直接受信したユーザー入力に基
づくか、または外部装置１５０および／もしくはモバイル機器１２８を介して受信したユ
ーザーに関するデータ（ユーザーの身体的状態および／または環境など）に基づき、ラジ
オ局選択、プレイリスト選択、オーディオ入力源（例えば、ラジオまたはＣＤまたはＭＰ
３から）を調整し得る。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、タッチスクリーン１０８、ディスプレイ画面、様々なコント
ロールダイヤル、ノブおよびボタン、メモリ、プロセッサ（複数可）、ならびに任意のイ
ンタフェース要素（コネクタまたはポート）などの、車載コンピューティングシステム１
０９の１つまたは複数のハードウェア要素は、車両のインストルメントパネル１０６内に
インストールされる統合ヘッドユニットを形成し得る。ヘッドユニットは、インストルメ
ントパネル１０６内に固定して、または取り外し可能に取り付けられ得る。追加または代
替実施形態では、車載コンピューティングシステムの１つまたは複数のハードウェア要素
がモジュールであり得、車両の複数の位置に設置され得る。
【００１４】
　インストルメントクラスタ１１０は、燃料計、タコメーター、速度計、および走行距離
計などの様々な計器、ならびにインジケータおよび警報灯を含み得る。ハンドル１１４は
、インストルメントクラスタ１１０の下のインストルメントパネルから突出し得る。任意
選択で、ハンドル１１４は、車載コンピューティングシステムの特徴をナビゲートするた
め、および車載コンピューティングシステムを制御するために、タッチスクリーン１０８
と共に使用され得るコントロール１１６を含み得る。図１に示す構成要素に加えて、イン
ストルメントパネル１０６は、ドアおよび窓のコントロール、低電圧電源出力としても使
用され得るシガレットライター、グローブボックス、ならびに／または任意の他の適切な
要素などの追加の構成要素を含み得ることが理解されるであろう。１つまたは複数の実施
形態では、温度調節システム通気口１１８を介した車内気候（キャビン温度など）の制御
が、タッチスクリーン１０８を使用して実行され得、従って、別個の温度調節インタフェ
ースがインストルメントパネル１０６に含まれていない可能性がある。しかし、代替実施
形態では、別個の温度調節インタフェースが提供され得る。
【００１５】
　キャビン１００は、車両、ユーザー、および／または環境を監視するための１つもしく
は複数のセンサーを含み得る。例えば、キャビン１００は、ユーザーの存在を判断するた
めに、座席に印加された圧力を測定するように構成された、座席に取り付けられた１つま
たは複数の圧力センサー１２０を含み得る。キャビン１００は、ドアの開および／もしく
は閉、ドアのロック、ドアの窓の操作、ならびに／または任意の他の適切なドア活動イベ
ントなどのドア活動を監視するように構成された、１つもしくは複数のドアセンサー１２
２を含み得る。湿度センサー１２４が、キャビンの湿気含有量を測定するために含まれ得
る。マイクロホン１２６は、ユーザーが電話をするのを可能にするため、および／または
キャビン１００内の周囲騒音を測定するために、ユーザー入力を音声コマンドの形式で受
信するために含まれ得る。図１に示すセンサーの配置は例示的であり、１つもしくは複数
の追加または代替センサーが車両の任意の適切な位置に配置され得ることを理解されたい
。例えば、追加のセンサーが、車両の動作、車両の周囲条件、車両のユーザーなどに関す
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る情報を提供するために、エンジン室内、車両の外面上、および／または他の適切な位置
に置かれ得る。車両の周囲条件、車両状態、または車両ドライバーに関する情報は、外部
装置１５０および／またはモバイル機器１２８に結合されたセンサーからなど、車両の外
部の／車両と分離された（すなわち、車両システムの部分ではない）センサーからも受信
され得る。
【００１６】
　キャビン１００は、走行前、走行中、および／または走行後に車両内に格納される、モ
バイル機器１２８などの、１つまたは複数のユーザーオブジェクトも含み得る。モバイル
機器は、スマートフォン、タブレット、ラップトップコンピュータ、携帯型メディアプレ
ーヤー、および／または任意の適切なモバイルコンピューティング装置を含み得る。モバ
イル機器１２８は、通信リンク１３０を経由して車載コンピューティングシステムに接続
され得る。通信リンク１３０は、有線（例えば、ユニバーサルシリアルバス［ＵＳＢ］、
モバイル高解像度リンク［ＭＨＬ］、高解像度マルチメディアインタフェース［ＨＤＭＩ
（登録商標）］などを経由した）または無線（例えば、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）
、ＷＩ－ＦＩ、近距離無線通信［ＮＦＣ］、移動体接続などを経由した）であり得、モバ
イル機器と車載コンピューティングシステムとの間に双方向通信を提供するように構成さ
れ得る。例えば、通信リンク１３０は、様々な車両システム（例えば、車両オーディオシ
ステム、温度調節システムなど）およびタッチスクリーン１０８からのセンサーおよび／
または制御信号をモバイル機器１２８に提供し得、モバイル機器１２８からの制御および
／または表示信号を車載システムおよびタッチスクリーン１０８に提供し得る。通信リン
ク１３０は、車載電源からモバイル機器１２８に、モバイル機器の内蔵バッテリを充電す
るために、電力も供給し得る。
【００１７】
　モバイル機器１２８は、車載コンピューティングシステムから一部分離されていて、実
質的に外部通信リンク（例えば、ケーブルまたは無線周波数信号）で接続されているとし
て図示されているが、モバイル機器を特定の位置に保持するために、スロット１３２また
は他の保管構造が、インストルメントパネル１０６または車両内の他の位置に形成され得
ることを理解されたい。保管構造は、モバイル機器とコンピューティングシステムとの間
に実質的な内部通信リンクを提供するために、モバイル機器１２８が取り付けられるか、
または「ドッキング」され得る、統合コネクタ１３４を含み得る。
【００１８】
　車載コンピューティングシステム１０９は、１つまたは複数の外部装置１５０などの、
ユーザーによって操作されるが、車両１０２の外部に配置された、追加の装置にも通信的
に結合され得る。図示した実施形態では、外部装置１５０は、車両１０２の外部に配置さ
れているが、代替実施形態では、外部装置はキャビン１００内に配置され得ることが理解
されるであろう。外部装置は、サーバーコンピューティングシステム、パーソナルコンピ
ューティングシステム、携帯用電子機器、電子リストバンド、電子ヘッドバンド、携帯音
楽プレーヤー、電子活動追跡装置、歩数計、スマートウォッチ、ＧＰＳシステムなどを含
み得る。外部装置１５０は、通信リンク１３０に関連して説明したように、有線または無
線であり得、外部装置と車載コンピューティングシステムとの間に双方向通信を提供する
ように構成された、通信リンク１３６を経由して、車載コンピューティングシステムに接
続され得る。例えば、外部装置１５０は、アップグレードサーバーを含み得、通信リンク
１３６は、アップグレードデータおよび／または利用可能なアップグレードの通知を外部
装置１５０から車載コンピューティングシステム１０９およびタッチスクリーン１０８に
送信し得る。外部装置１５０はまた、コンテキストデータ、ユーザー挙動／好み、動作規
則などに関する情報を格納および／または受信し得、かかる情報を外部装置１５０から車
載コンピューティングシステム１０９およびタッチスクリーン１０８に送信し得る。
【００１９】
　車載コンピューティングシステム１０９は、外部装置１５０、モバイル機器１２８、お
よび／または他の入力供給源から受信した入力を分析して、様々な車載システム（温度調
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節システムまたはオーディオシステムなど）に対する設定を選択し、タッチスクリーン１
０８および／もしくはスピーカー１１２を経由して出力を提供し、モバイル機器１２８お
よび／もしくは外部装置１５０と通信し、かつ／または評価に基づき他の動作を実行し得
る。いくつかの実施形態では、評価の全部または一部がモバイル機器１２８および／また
は外部装置１５０によって実行され得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、外部装置１５０の１つまたは複数が、モバイル機器１２８お
よび／または別の外部装置１５０を経由して間接的に、車載コンピューティングシステム
１０９に通信的に結合され得る。例えば、通信リンク１３６は、外部装置１５０からの出
力がモバイル機器１２８に中継されるように、外部装置１５０をモバイル機器１２８に通
信的に結合し得る。外部装置１５０から受信されたデータは、次いで、モバイル機器１２
８によって収集されたデータと共にモバイル機器１２８で集計され得、集計されたデータ
は次いで、通信リンク１３０を経由して、車載コンピューティングシステム１０９および
タッチスクリーン１０８に送信され得る。同様のデータ集計が、サーバーシステムで生じ
得、次いで、通信リンク１３６／１３０を経由して、車載コンピューティングシステム１
０９およびタッチスクリーン１０８に送信され得る。
【００２１】
　図２は、アップグレードエンジン２０２、アップグレードスケジューラ２０４、および
通知エンジン２０６を含む、アップグレード通知提示スケジューリングシステム２００の
ためのアーキテクチャ例を示す。アップグレードエンジン２０２は、車載コンピューティ
ングシステム２０８内に含まれ得、アップグレードデータを、アップグレードサーバー２
１０（例えば、車載コンピューティングシステム２０８にネットワーク２１２を経由して
結合されたクラウドコンピューティングシステム）などの、車外装置から受信するように
動作可能であり得る。アップグレードデータは、アップグレードエンジン２０２が車載コ
ンピューティングシステム２０８のインストールされたソフトウェアおよび／またはファ
ームウェアをアップグレードすることを可能にし得る。いくつかの実施形態では、アップ
グレードデータは、アップグレードを実行するための全てのデータを含み得るが、他方、
他の実施形態では、アップグレードデータは、アップグレードを実行するための全てのデ
ータへのポインタおよび／またはリンクを含み得る。アップグレードデータは、いくつか
の実施形態では、資源（例えば、記憶空間）を節約し、かつ／またはセキュリティを向上
させるために、圧縮および／または暗号化され得る。アップグレードエンジン２０２は、
関連したアップグレードの実行での使用のために、データを復号、解凍、および／または
別の方法で準備するために、アップグレードデータを処理し得る。アップグレードサーバ
ー２１０は、車載コンピューティングシステムにリモートとして図示され、車両の外部お
よび／またはリモートであるとして前述したが、車載コンピューティングシステム２０８
と通信する携帯電話などの外部装置がアップグレードデータを提供するように構成され得
る。かかる実施形態では、携帯電話は、アップグレードデータをアップグレードエンジン
２０２に提供している間、車載コンピューティングシステム２０８を収容している車両内
および／または車両にリモートに配置され得る。
【００２２】
　アップグレードデータのアップグレードサーバー２１０から受信に応答して、アップグ
レードエンジン２０２は、かかるイベント（例えば、車載コンピューティングシステムに
対するアップグレードを実行するためのアップグレードデータの利用の可能性）の指示を
アップグレードスケジューラ２０４に提供し得る。指示は、通知を車両のドライバーに車
載コンピューティングシステムを経由して提供するためのトリガーであり得る。アップグ
レードスケジューラ２０４は、１つまたは複数のパラメータに基づき、通知をドライバー
に提示するためのスケジューリングされた通知提示時間を判断および／または選択し得る
。提示「時間」と呼ばれるが、時間は、実際の時刻であり得るか、または車両の位置およ
び／もしくは状態などの、別のパラメータに基づき定義され得ることを理解されたい。例
えば、スケジューリングされた通知提示「時間」は、車両が特定の目的地および／または
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位置に到着する時間として定義され得る。
【００２３】
　アップグレードスケジューラ２０４は、情報を車両および／またはドライバー状態アグ
リゲータ２１４および／または運転習慣分析エンジン２１６から受信して、提示時間を受
信した情報に基づき得る。例えば、情報は、情報が利用可能になると（例えば、情報の変
更に応答して）、定期的なアップデートとして、および／またはアップグレードデータの
存在を示すアップグレードエンジンから受信したトリガーに応答して、受信され得る。車
両／ドライバー状態アグリゲータ２１４は、車両の動作に関連した動的情報を判断するた
めに、入力を１つまたは複数の車両システムから受信し得る。例えば、車両／ドライバー
状態アグリゲータ２１４は、車両／エンジン速度、加速、エンジン状態などを示す、車両
の１つまたは複数のセンサーから入力を（例えば、車両のＣＡＮバスを経由して）受信し
得る。車両／ドライバー状態アグリゲータ２１４は、追加または代替として、車両の現在
の位置を判断するためのＧＰＳ装置および／もしくは車両／車載コンピューティングシス
テムのナビゲーションシステム、ならびに／または車両の意図する目的地を示し得る走行
ベクトル（例えば、観測された車両走行詳細に基づく走行方向）などの、センサー（複数
可）にアクセスし得る。いくつかの実施形態では、車両／ドライバー状態アグリゲータ２
１４は、車両のドライバーおよび／または乗客の識別ならびにドライバーおよび／または
乗客の活動（例えば、車両操作データおよび車載コンピューティングシステムとのやり取
りに基づく）を示し得る。
【００２４】
　運転習慣分析エンジンは、車両のユーザーに関する履歴データを示す入力を、１つまた
は複数の車両システムおよび／または記憶装置から受信し得る。例えば、運転習慣分析エ
ンジン２１６は、車両の異なるドライバーの運転スタイルおよび／または頻繁に訪れる運
航特性を示す情報を記録および／または処理して、各ドライバーに関連したドライバープ
ロファイルを構築し得る。いくつかの実施形態では、運転習慣分析エンジン２１６は、車
両／ドライバー状態アグリゲータ２１４と同じ情報供給源（例えば、センサー、車両シス
テムなど）の１つまたは複数から情報を受信し得る。アップグレードスケジューラ２０４
は、現在のドライバーおよび現在の運転経験に関連した他のパラメータを判断するために
、車両／ドライバー状態アグリゲータ２１４からの車両／ドライバー状態情報を、運転習
慣分析エンジン２１６によって生成されたドライバープロファイルと比較し得る。例えば
、ドライバープロファイルは、以前の車両走行中に測定されたような、運転経路、座席位
置、ハンドル位置、アクセルペダル使用プロファイル、ブレーキペダル使用プロファイル
、車両の回転困難度（ｔｕｒｎｉｎｇ　ｈａｒｄｎｅｓｓ）、ユーザーインタフェースと
のやりとり、などの、ドライバーに関連した観測された運転挙動を含み得る。この情報に
基づき、アップグレードスケジューラ２０４は、１つまたは複数の通知提示時間を判断し
、判断された提示時間を通知エンジン２０６に送信し得る。図２内の点線によって示され
るように、車両／ドライバー状態アグリゲータ２１４および運転習慣分析エンジン２１６
からの情報は、例えば、アップグレード通知以外の通知が車両のドライバー／乗客に提示
される場合（例えば、ドライバー入力を要求する独立したメッセージ）、通知エンジン２
０６に直接提供され得ることを理解されたい。かかる例では、車両／ドライバー状態アグ
リゲータ２１４および運転習慣分析エンジン２１６からの情報は、追加または代替として
、通知スケジューラに送信され得、通知スケジューラは、アップグレードスケジューラ２
０４と同じように動作し、異なる通知開始プログラム（例えば、車載コンピューティング
システム２０８上で実行するアプリケーション、アップグレードサーバー２１０以外の外
部供給源など）に基づき通知をスケジューリングするためにトリガーされる。通知スケジ
ューラは、アップグレードスケジューラ２０４に含まれ得るか、またはアップグレードス
ケジューラ２０４を含み得る。
【００２５】
　図示した構成要素の１つまたは複数が、車載コンピューティングシステム２０８に含ま
れ得、かつ／または車載コンピューティングシステム２０８と統合され得ることを理解さ
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れたい。例えば、車両／ドライバー状態アグリゲータ２１４、運転習慣分析エンジン２１
６、および／またはアップグレードスケジューラ２０４の１つまたは複数が、いくつかの
実施形態では、車載コンピューティングシステム２０８内に含まれ得る。他の実施形態で
は、上記の構成要素の１つまたは複数が、車載コンピューティングシステム２０８の外部
であり、車両内の他のどこかに組み込まれ得る。さらに他の実施形態では、上記の構成要
素の１つまたは複数が、車載コンピューティングシステム２０８の外部であり、車両から
リモート（例えば、車両の外部のコンピューティングシステムおよび／または車両から取
り外し可能なモバイル機器内に組み込まれた）であり得る。
【００２６】
　通知エンジン２０６は、通知を生成し、かつ／または車載コンピューティングシステム
２０８に対するユーザーインタフェース２１８に通知を送信するように動作可能であり得
る。生成された通知は、車両のディスプレイおよび／またはスピーカーを経由して、車両
のドライバーおよび／または乗客にその通知を提示するために、車載コンピューティング
システム２０８によって実行される命令を含み得る。例えば、ユーザーインタフェース２
１８は、車載コンピューティングシステム２０８のディスプレイ上に表示されるグラフィ
カルユーザーインタフェースを含み得る。ユーザーインタフェースは、ユーザーが、車載
コンピューティングシステム２０８および／または車載コンピューティングシステム２０
８に通信的に接続された構成要素（複数可）を制御するために、車載コンピューティング
システム２０８と（例えば、ディスプレイと関連付けられたタッチスクリーンに対する入
力、音声コマンド、および／または任意の他の適切な入力機構を介して）やりとりするこ
とを可能にし得る。通知エンジン２０６によって生成された通知は、いくつかの実施形態
では、情報にすぎない可能性がある（例えば、通知に対するユーザー入力が要求されず、
かつ／またはユーザー入力が可能でない可能性がある）が、他の実施形態では、通知はユ
ーザーインタラクティブであり得る（例えば、ユーザー入力が、承認する通知に応答して
提供されるのを要求および／もしくは可能し得、かつ／または通知に関連した動作を実行
し得る）。
【００２７】
　インタラクティブ通知の一例は、アップグレードをダウンロードおよび／またはインス
トールするためにユーザーからの確認および／または許可を要求する、車載コンピューテ
ィングシステム２０８に対して利用可能なアップグレードの通知であり得る。通知エンジ
ン２０６は、通知をユーザーに（例えば、ユーザーインタフェース２１８を介して）提示
し得、ユーザーが、アップグレードをダウンロードおよび／またはインストールするのを
許可するか否かを示すユーザー入力を受信し得る。ユーザーからの肯定応答（例えば、ユ
ーザーがアップグレードのインストールおよび／またはダウンロードを許可することを示
す）に応答して、ユーザー入力および／または肯定応答の指示が、アップグレードプロセ
ス（例えば、アップグレードデータのダウンロード、アップグレードのインストレーショ
ンの実行など）を開始するために、アップグレードスケジューラ２０４および／またはア
ップグレードエンジン２０２に送信され得る。ユーザーからの否定応答（例えば、ユーザ
ーが通知を無視したか、もしくは却下したこと、ならびに／またはユーザーがアップグレ
ードのインストレーションおよび／もしくはダウンロードを許可しないことを示す）に応
答して、否定応答が、通知を再スケジューリングするために、通知エンジン２０６および
／またはアップグレードスケジューラ２０４に送信され得る。例えば、アップグレードス
ケジューラ２０４は、ドライバーからの否定応答に応答して、通知をドライバーに提示す
るための１つまたは複数の代替時間を判断し得る。代替時間は、車両／ドライバー状態ア
グリゲータ２１４および／または運転習慣分析エンジン２１６からの情報に基づき判断さ
れ得る。例えば、代替時間は、以前の成功したアップグレードインストレーション中に存
在した動作条件に関する履歴データに基づき提案され得る。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、通知エンジン２０６は、代替時間の１つで通知を自動的に（
例えば、ユーザー入力なしで）提示し得る（例えば、通知の自動遅延提示）が、他の実施
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形態では、通知エンジン２０６は、車載コンピューティングシステムのユーザーインタフ
ェース２１８での提示のために代替時間要求通知を生成し得る。代替時間要求通知は、ド
ライバーによる選択のために、アップグレードスケジューラ２０４によって判断された代
替時間の１つまたは複数を提示し得る。いくつかの実施形態では、通知は、ドライバーが
（アップグレードスケジューラ２０４によって判断された代替時間の提示に加えて、また
はそれに対する代替として）代替時間を指定するのを可能にし得る。代替時間は、特定の
日付／時間（例えば、午後５時）、相対的な日付／時間（例えば、現在の時刻から３時間
）、車両／ドライバー状態（例えば、車両が特定の目的地に到着する時）、および／また
は任意の他の適切なフォーマットとして提示され得る。代替時間の選択および／または入
力に応答して、ユーザー入力および／またはユーザー入力の指示が、それに応じてアップ
グレード通知をスケジューリングするためにアップグレードスケジューラに送信され得る
。代替時間に達すると、アップグレードスケジューラは、通知エンジンに、通知を生成さ
せて、ドライバーに提示するためにユーザーインタフェースに送信させ得る。
【００２９】
　図３は、車両３０１の内部に構成および／または組み込まれた車載コンピューティング
システム３００のブロック図を示す。車載コンピューティングシステム３００は、いくつ
かの実施形態では、図１の車載コンピューティングシステム１０９の一例であり得る。い
くつかの例では、車載コンピューティングシステムは、オペレータの車内経験を向上させ
るために、情報ベースのメディアコンテンツ（エンターテイメントコンテンツ、ナビゲー
ションサービスなどを含む、音声および／または視覚的メディアコンテンツ）を車両ユー
ザーに提供するように構成された車両インフォテインメントシステムであり得る。車両イ
ンフォテインメントシステムは、様々な車両システム、サブシステム、ハードウェア構成
要素、ならびに、ドライバーおよび／または乗客に対する車内経験を向上させるために車
両３０１に組み込まれているか、もしくはそれに統合可能である、ソフトウェアアプリケ
ーションおよびシステムを含み得るか、またはそれに結合され得る。
【００３０】
　車載コンピューティングシステム３００は、オペレーティングシステムプロセッサ３１
４およびインタフェースプロセッサ３２０を含む、１つまたは複数のプロセッサを含み得
る。オペレーティングシステムプロセッサ３１４は、オペレーティングシステムを車載コ
ンピューティングシステム上で実行して、車載コンピューティングシステムの入力／出力
、表示、再生、および他の動作を制御し得る。インタフェースプロセッサ３２０は、車両
システム間通信モジュール３２２を経由して車両制御システム３３０とインタフェースを
取り得る。
【００３１】
　車両システム間通信モジュール３２２は、データを他の車両システム３３１および車両
制御要素３６１に出力し得、その間に、他の車両構成要素およびシステム３３１、３６１
から、例えば、車両制御システム３３０を経由して、入力データの受信も行う。データを
出力する場合、車両システム間通信モジュール３２２は、車両の任意の状態、車両の周囲
、または車両に接続された任意の他の情報源の出力に対応する信号をバスを経由して提供
し得る。車両データ出力は、例えば、アナログ信号（現在の速度など）、個々の情報源（
例えば、時計、温度計、全地球測位システム［ＧＰＳ］センサーなどの位置センサー、な
ど）によって提供されたデジタル信号、車両データネットワークを通して伝搬されたデジ
タル信号（エンジン関連情報がそれを通して伝達され得るエンジンコントローラエリアネ
ットワーク［ＣＡＮ］バス、温度調節関連情報がそれを通して伝達され得る温度調節ＣＡ
Ｎバス、およびマルチメディアデータがそれを通して車両内のマルチメディア構成要素間
で伝達されるマルチメディアデータネットワークなど）を含み得る。例えば、車載コンピ
ューティングシステムは、エンジンＣＡＮバスからホイールセンサーによって推定された
車両の現在の速度、車両のバッテリおよび／または電力分配システムを介した車両の電力
状態、車両のイグニッション状態、などを取得し得る。加えて、イーサネット（登録商標
）などの他のインタフェース手段も、本開示の範囲から逸脱することなく、使用され得る
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。
【００３２】
　不揮発性記憶装置３０８が、プロセッサ３１４および３２０によって実行可能な命令な
どのデータを不揮発性形式で格納するために、車載コンピューティングシステム３００内
に含まれ得る。記憶装置３０８は、車載コンピューティングシステム３００が、モバイル
機器および／またはウェアラブルデバイスと接続し、かつ／またはそれらと対形成するた
めに、アプリケーションを実行することを可能にするためのアプリケーションデータを格
納し得る。記憶装置３０８は、追加または代替として、図２に関して前述したように、車
載コンピューティングシステム３００が、アップグレードを車載コンピューティングシス
テム３００にダウンロードおよび／またはインストールするためにアプリケーションを実
行することを可能にするためのアプリケーションデータを格納し得る。車載コンピューテ
ィングシステム３００は、揮発性メモリ３１６をさらに含み得る。揮発性メモリ３１６は
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）であり得る。不揮発性記憶装置３０８および／また
は揮発性メモリ３１６などの、持続性記憶装置は、プロセッサ（例えば、オペレーティン
グシステムプロセッサ３１４および／またはインタフェースプロセッサ３２０）によって
実行される場合に、本開示で説明する動作の１つまたは複数を実行するために、車載コン
ピューティングシステム３００を制御する命令および／またはコードを格納し得る。
【００３３】
　マイクロホン３０２が、音声コマンドおよび／もしくは音声クエリーをユーザーから受
信するため、ならびに／または車両内の周囲騒音を測定するために、車載コンピューティ
ングシステム３００内に含まれ得る。音声処理ユニット３０４が、受信した音声データを
処理し得、かつ／または受信した音声データが、車両および／もしくは車載コンピューテ
ィングシステム３００にリモートに配置された外部音声認識サーバーに送信され得る。い
くつかの実施形態では、車載コンピューティングシステム３００は、車両のオーディオシ
ステム３３２内に含まれるマイクロホンを使用して、音声コマンド／クエリーを受信し、
周囲車両騒音をサンプリングすることも可能であり得る。
【００３４】
　１つまたは複数の追加のセンサーが、車載コンピューティングシステム３００のセンサ
ーサブシステム３１０内に含まれ得る。例えば、センサーサブシステム３１０は、ユーザ
ーが車両を駐車するのを支援するためのリアビューカメラなどの、カメラを含み得る。車
載コンピューティングシステム３００のセンサーサブシステム３１０は、様々な車両セン
サーと通信して、それらから入力を受信し得、さらにユーザー入力を受信し得る。例えば
、センサーサブシステム３１０によって受信された入力は、トランスミッションギア位置
、トランスミッションクラッチ位置、アクセルペダル入力、ブレーキ入力、トランスミッ
ションセレクター位置、車両速度、エンジン速度、エンジンを通過する流入空気量、周囲
温度、吸気温度など、ならびに、温度調節システムセンサーからの入力（例えば、熱伝導
流体温度、不凍液温度、ファン速度、客室温度、所望の客室温度、周囲湿度など）、ユー
ザーによって発行された音声コマンドを検出する音声センサー、車両のフォブ（ｆｏｂ）
からコマンドを受信し、フォブの地理的位置／近接度を任意選択で追跡するフォブセンサ
ーなど、を含み得る。ある車両システムセンサーは、センサーサブシステム３１０のみと
通信し得るが、他のセンサーはセンサーサブシステム３１０および車両制御システム３３
０の両方と通信し得るか、または車両制御システム３３０を介してセンサーサブシステム
３１０と間接的に通信し得る。車載コンピューティングシステム３００のナビゲーション
サブシステム３１１は、位置情報（例えば、ＧＰＳセンサーおよび／またはセンサーサブ
システム３１０から他のセンサーを介して）、経路ガイダンス、交通情報、ＰＯＩ（ｐｏ
ｉｎｔ－ｏｆ－ｉｎｔｅｒｅｓｔ）識別などのナビゲーション情報を生成および／もしく
は受信して、かつ／または他のナビゲーションサービスをドライバーに提供し得る。
【００３５】
　車載コンピューティングシステム３００の外部装置インタフェース３１２が、車両３０
１の外部に配置された１つまたは複数の外部装置３４０に結合可能であり得、かつ／また
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はそれらと通信し得る。外部装置は車両３０１の外部に配置されているとして図示されて
いるが、それらは、ユーザーが車両３０１を運転しながら外部装置を操作している場合な
ど、一時的に車両３０１内に収容され得ることを理解されたい。例えば、外部装置３４０
は車両３０１にとって不可欠ではない。外部装置３４０は、モバイル機器３４２（例えば
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を介して接続された）または代替Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）対応装置３５２を含み得る。モバイル機器３４２は、携帯電話、スマー
トフォン、車載コンピューティングシステムと有線および／もしくは無線通信を経由して
通信し得るウェアラブルデバイス／センサー、または他の携帯用電子機器（複数可）であ
り得る。他の外部装置は、図２のアップグレードサーバー２１０などの、外部サービス３
４６を含む。例えば、外部装置は、車両から分離されて外部に配置されている車外装置を
含み得る。さらに他の外部装置は、ソリッドステートドライブ、ペンドライブ、ＵＳＢド
ライブなどの、外部記憶装置３５４を含む。外部装置３４０は、本開示の範囲から逸脱す
ることなく、車載コンピューティングシステム３００と、無線で、またはコネクタを経由
してのいずれかで通信し得る。例えば、外部装置３４０は、車載コンピューティングシス
テム３００と、ネットワーク３６０、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）接続、直接有
線接続、直接無線接続、および／または他の通信リンクを介し、外部装置インタフェース
３１２を通して通信し得る。外部装置インタフェース３１２は、車載コンピューティング
システムが、ドライバーの接触に関連付けられたモバイル機器と通信することを可能にす
る通信インタフェースを提供し得る。例えば、外部装置インタフェース３１２は、ドライ
バーの接触に関連づけられたモバイル機器に対して、電話呼出しの確立および／またはテ
キストメッセージ（例えば、ＳＭＳ、ＭＭＳなど）の（例えば、移動体通信ネットワーク
を経由した）送信を可能にし得る。
【００３６】
　１つまたは複数のアプリケーション３４４がモバイル機器３４２上で動作可能であり得
る。一例として、モバイル機器アプリケーション３４４は、ユーザーのモバイル機器との
やりとりに関するユーザーデータを集計するために動作され得る。例えば、モバイル機器
アプリケーション３４４は、ユーザーによりモバイル機器上で聞かれた音楽プレイリスト
、通話ログ（ユーザーによって受けられた通話の頻度および継続期間を含む）、ユーザー
によって頻繁に訪問された場所および各場所で過ごされた時間を含む位置情報などに関す
るデータを集計し得る。収集されたデータは、アプリケーション３４４により、ネットワ
ーク３６０を経由して、外部装置インタフェース３１２に転送にされ得る。加えて、特定
のユーザーデータ要求が車載コンピューティングシステム３００から外部装置インタフェ
ース３１２を介してモバイル機器３４２で受信され得る。特定のデータ要求は、ユーザー
が地理的にどこにいるか、ユーザーの位置での周囲騒音レベルおよび／または音楽ジャン
ル、ユーザーの位置での周囲の気象状況（温度、湿度など）などを判断するための要求を
含み得る。モバイル機器アプリケーション３４４は、要求されたデータがモバイル機器上
で収集されるのを可能にするため、制御命令をモバイル機器３４２の構成要素（例えば、
マイクロホンなど）または他のアプリケーション（例えば、ナビゲーションアプリケーシ
ョン）に送信し得る。モバイル機器アプリケーション３４４は、次いで、収集された情報
を車載コンピューティングシステム３００に中継して送り返す。
【００３７】
　同様に、１つまたは複数のアプリケーション３４８が外部サービス３４６上で動作可能
であり得る。一例として、外部サービスアプリケーション３４８が、複数のデータ供給源
からのデータを集計および／または分析するために動作され得る。例えば、外部サービス
アプリケーション３４８は、ユーザーの１つまたは複数のソーシャルメディアアカウント
からのデータ、車載コンピューティングシステム（例えば、センサーデータ、ログファイ
ル、ユーザー入力など）からのデータなどを集計し得る。収集されたデータは、アップグ
レードスケジューラなどの、別の装置および／またはモジュールに送信され、かつ／また
はドライバーの運転習慣および／もしくは車両／ドライバー状態情報を判断するためにア
プリケーションによって分析され得る。
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【００３８】
　車両制御システム３３０は、異なる車内機能に関与する様々な車両システム３３１の態
様を制御するためのコントロールを含み得る。これらは、例えば、オーディオエンターテ
イメントを車両乗員に提供するための車両オーディオシステム３３２の態様、車両乗員の
客室冷房または暖房要求を満足するための温度調節システム３３４の態様、ならびに車両
乗員が他と通信リンクを確立するのを可能にするための通信システム３３６の態様を制御
することを含み得る。
【００３９】
　オーディオシステム３３２は、音声出力を車両のドライバーおよび／または乗客に提供
するためのスピーカーなどの電磁変換器を含む、１つまたは複数の音響再生装置を含み得
る。例えば、音声出力は、可聴通知をユーザーに提示するテキストから音声への出力に対
応し得る。車両オーディオシステム３３２は、パッシブであり得るかまたは、電力増幅器
を含むことによるなどアクティブであり得る。いくつかの例では、車載コンピューティン
グシステム３００は、音響再生装置に対する唯一の音源であり得るか、または音声再生シ
ステム（例えば、携帯電話などの外部装置）に接続されている他の音源があり得る。任意
のかかる外部装置の音声再生装置への接続は、アナログ、デジタル、またはアナログおよ
びデジタル技術の任意の組合せであり得る。
【００４０】
　温度調節システム３３４は、車両３０１のキャビンまたは客室内に快適な環境を提供す
るように構成され得る。温度調節システム３３４は、例えば、換気口、ヒーター、空調装
置、ヒーターと空調装置の統合システムなどの、制御された喚起を可能にする構成要素を
含む。暖房および空調の設定にリンクされた他の構成要素は、フロントガラスをきれいに
することが可能なフロントガラスのデフロストおよびデフォグシステム、ならびに吸気口
を通って客室に入る外気をきれいにするための循環空気フィルターを含み得る。
【００４１】
　車両制御システム３３０は、ハンドルコントロール３６２（例えば、ハンドルに取り付
けられたオーディオシステムコントロール、クルーズコントロール、フロントガラスのワ
イパーコントロール、ヘッドライトコントロール、方向指示器コントロールなど）、イン
ストルメントパネルコントロール、マイクロホン（複数可）、アクセル／ブレーキ／クラ
ッチペダル、ギアシフト、ドライバーもしくは乗客用ドアに配置されたドア／窓コントロ
ール、座席コントロール、室内灯コントロール、オーディオシステムコントロール、キャ
ビン温度コントロールなどの、エンジンおよび／または車両のキャビン内の補助的な要素
に関連した様々な車両コントロール３６１（または車両システム制御要素）の設定を調整
するためのコントロールも含み得る。制御信号も、車両のオーディオシステム３３２の１
つまたは複数のスピーカーでの音声出力を制御し得る。例えば、制御信号は、ボリューム
、イコライゼーション、音像（例えば、ユーザーに対して出現する音声出力を１つまたは
複数の定義された位置から生じるように生成するための音声信号の構成）、複数のスピー
カー間での音声分布など、音声出力特性を調整し得る。同様に、制御信号は、温度調節シ
ステム３３４の通気口、空調装置、および／またはヒーターを制御し得る。例えば、制御
信号は、冷却された空気の、キャビンの特定の部分への供給を増加し得る。
【００４２】
　車両の外部に位置付けられた制御要素（例えば、セキュリティシステム用のコントロー
ル）も、コンピューティングシステム３００に、通信モジュール３２２を経由してなど、
接続され得る。車両制御システムの制御要素が、ユーザー入力を受信するために、車両上
および／または車両内に物理的かつ恒久的に位置付けられ得る。車載コンピューティング
システム３００からの制御命令の受信に加えて、車両制御システム３３０は、入力を、モ
バイル機器３４２からなど、ユーザーによって作動される１つまたは複数の外部装置３４
０からも受信し得る。これは、車両システム３３１および車両コントロール３６１の態様
が、外部装置３４０から受信されたユーザー入力に基づき制御されるのを可能にする。
【００４３】
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　車載コンピューティングシステム３００は、アンテナ３０６をさらに含み得る。アンテ
ナ３０６は、単一のアンテナとして示されているが、いくつかの実施形態では、１つまた
は複数のアンテナを含み得る。車載コンピューティングシステムは、アンテナ３０６を経
由して広帯域無線インターネットアクセスを取得し得、また、ラジオ、テレビ、天気、交
通、および同様のものなどのブロードキャスト信号をさらに受信し得る。車載コンピュー
ティングシステムは、１つまたは複数のアンテナ３０６を経由して、ＧＰＳ信号などの位
置決め信号を受信し得る。車載コンピューティングシステムは、アンテナ（複数可）３０
６を経由して、または適切な受信装置を通じた赤外線もしくは他の手段を介してなど、Ｒ
Ｆを経由して無線コマンドも受信し得る。いくつかの実施形態では、アンテナ３０６は、
オーディオシステム３３２または通信システム３３６の部分として含まれ得る。追加とし
て、アンテナ３０６は、ＡＭ／ＦＭ無線信号を外部装置３４０に（モバイル機器３４２に
など）外部装置インタフェース３１２を経由して提供し得る。
【００４４】
　車載コンピューティングシステム３００の１つまたは複数の要素が、ユーザーによりユ
ーザーインタフェース３１８を介して制御され得る。ユーザーインタフェース３１８は、
図１のタッチスクリーン１０８などの、タッチスクリーン上に提示されるグラフィカルユ
ーザーインタフェース、および／またはユーザー作動のボタン、スイッチ、ノブ、ダイア
ル、スライダーなどを含み得る。例えば、ユーザー作動要素は、ハンドルコントロール、
ドア／窓コントロール、インストルメントパネルコントロール、オーディオシステム設定
、温度調節システム設定、および同様のものを含み得る。ユーザーは、車載コンピューテ
ィングシステム３００およびモバイル機器３４２の１つまたは複数のアプリケーションと
も、ユーザーインタフェース３１８を介してやり取りし得る。ユーザーの車両設定好みの
ユーザーインタフェース３１８上での受信に加えて、車両制御システムによって選択され
た車両設定が、ユーザーに対してユーザーインタフェース３１８上に表示され得る。通知
および他のメッセージ、ならびにナビゲーション支援が、ユーザーに対してユーザーイン
タフェースのディスプレイ上に表示され得る。ユーザーインタフェース３１８は、図２に
関して前述したように、ユーザーが、アップグレードの利用可能性の通知などの、通知と
やりとりすることを可能にするための情報も含み得る。
【００４５】
　図４は、車両のドライバーの識別に基づき、車載コンピューティングシステムのための
通知を提示する方法４００の流れ図である。方法４００は、図２のアップグレードスケジ
ューラ２０４などの、アップグレードスケジューラによって実行され得、それは、いくつ
かの実施形態では、車載コンピューティングシステムに組み込まれ得る。４０２で、方法
４００は、運転習慣を示す車両センサー情報を外部装置に送信することを含む。いくつか
の実施形態では、外部装置は、１つまたは複数の車両からのデータを集計するための車外
サーバーを含み得る。４０４で、方法４００は、車両の主要なドライバーの運転習慣を示
すドライバープロファイルを受信することを含む。例えば、ドライバープロファイルは、
主要なドライバー（例えば、車両の所有者および／または最も頻繁に利用するオペレータ
）に関連した、運転スタイル、頻繁に利用するナビゲーション経路／目的地、車載コンピ
ューティングシステムインタラクション、および／または他の運転習慣に関する情報を提
供し得る。
【００４６】
　４０６で、方法４００は、４０８に示すような、位置および／もしくは経路情報、４１
０に示すような、ラジオおよび／もしくはヘッドユニットインタラクション、ならびに／
または、４１２に示すような、加速／制動パターンなどの、車両センサー情報を監視する
ことを含む。例えば、方法は、検知されたデータの位置的および時間的情報に基づき、車
両の経路および目的地を推測することを含み得る。前述のセンサー情報は、本質的に例示
であり、車両のドライバーを判断するため、および／または車両のドライバーが主要なド
ライバーであるかを判断するため、任意の適切な情報がドライバープロファイル内の情報
と比較するために監視され得ることを理解されたい。４１４で、方法４００は、センサー
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情報がドライバープロファイルの特性と一致するかを判断することを含む。例えば、検知
されたデータの閾値量が主要なドライバープロファイル内に存在する特性の閾値許容範囲
内である場合、センサー情報は、ドライバープロファイルの特性に一致すると判断され得
る。特性および／または検知された情報は加重され得、それにより、異なる特性および／
または検知されたデータが、センサー情報のドライバープロファイルとの一致に関して、
異なって寄与し得る。
【００４７】
　センサー情報がドライバープロファイルの特性と一致しない場合（例えば、４１４での
「ＮＯ」）、車両の現在のドライバーは、車両の主要なドライバーではないとして識別さ
れ得（例えば、現在のドライバーが第２のドライバーとして識別され得る）、方法４００
は、４１６で示すように、特定の通知の通知緊急度が緊急度閾値を上回っているかを判断
することを含み得る。その結果、異なる通知は、通知に関連付けられた重要性に基づき、
異なるレベルの緊急度を有し得る。例えば、車両のドライバーおよび／または乗客の安全
性に影響を及ぼす通知は、他の通知よりも高い優先度が与えられ得る。所与の通知の緊急
度が閾値を上回っていない場合（例えば、４１６での「ＮＯ」）、方法４００は、４１８
に示すように、その通知をキャッシュすること（例えば、その通知の提示の遅延）を含み
得る。通知をキャッシュすることは、通知および／または通知に関連した情報を（例えば
、車載コンピューティングシステムでおよび／または外部装置でローカルに）、後で（例
えば、主要なドライバーが車両のドライバーとして識別される場合に）提示するために、
格納することを含み得る。代替として、所与の通知の緊急度が閾値を上回っている場合（
例えば、４１６での「ＹＥＳ」）、方法４００は、その通知を提示するために４２０に進
み得る。
【００４８】
　通知の緊急度は、追加または代替として、車両の乗客の状態と関連付けられ得ることを
理解されたい。例えば、乗客は、ドライバーの気を散らすことなく、通知を消費すること
および／または通知とやり取りすることが可能であり得るので、１人または複数の乗客が
車両内にいる場合には異なる緊急度閾値が利用され得る。車両／ユーザー状態および／ま
たは通知の内容／タイプに関する任意の適切なコンテキスト情報が、通知を提示するか否
かを判断する際に、緊急度レベルと共に、および／または緊急度レベルに加えて、利用さ
れ得る。
【００４９】
　センサー情報が主要なドライバープロファイルの特性と一致するという判断（例えば、
４１４での「ＹＥＳ」）に応答して、方法は４２０に進んで、通知をドライバーに提示す
る。いくつかの実施形態では、現在のドライバーが主要なドライバーであると判断される
場合、全ての通知が現在のドライバーに提示され得る。他の実施形態では、通知は、特定
のドライバーと関連付けられ得、それにより、現在のドライバーが主要なドライバーであ
ると判断される場合に、主要なドライバーと関連付けられた全ての通知が、現在のドライ
バーに提示される。
【００５０】
　図５は、車載コンピューティングシステムのアップグレード（例えば、ソフトウェアお
よび／またはファームウェアアップグレード）を実行するための方法５００の流れ図であ
る。５０２で、方法５００は、車載コンピューティングシステムに対して利用可能なアッ
プグレードに関連した、無線（ＯＴＡ：Ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－Ａｉｒ）アップグレードサー
バーなどの、アップグレードサーバーからアップグレードデータを受信することを含む。
例えば、アップグレードデータは、アップグレードを実行するための全てのデータを含み
得るが、他の実施形態では、アップグレードデータは、アップグレードを実行するための
全てのデータへのポインタおよび／またはリンクを含み得る。５０４で、方法は、アップ
グレード通知の提示をスケジューリングすることを含む。例えば、アップグレード通知は
、車載コンピューティングシステムに対するアップグレードが利用可能であることを示し
得、かつ／または車両のドライバーからアップグレードが実行されるのを確認および／も
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しくは許可するための入力を要求し得る。
【００５１】
　方法５００は、５０６で示すように、通知に対するユーザー入力応答を受信することを
含む。いくつかの実施形態では、ユーザー入力応答は、通知に応答して提供される、音声
コマンド、車載コンピューティングシステムのディスプレイへのタッチ入力、および／ま
たは任意の他のユーザー入力であり得る。５０８で、方法５００は、ユーザーがアップグ
レードを受け入れたかを判断することを含む。例えば、ドライバーが通知を確認し、かつ
／またはアップグレードを実行する要求に対して肯定／賛成応答を提供する場合、ドライ
バーは、アップグレードを受け入れ得る。ユーザーがアップグレードを受け入れない場合
（例えば、５０８での「ＮＯ」）、方法５００は５１０に進んで、アップグレード通知を
再スケジューリングする。例えば、ユーザー入力応答が却下され、かつ／もしくはアップ
グレードを実行する要求に対して否定応答が提供された（例えば、ドライバーがアップグ
レードを延期することおよび／または実行しないことを選択した）場合、またはユーザー
が閾値応答時間内に任意の適切なユーザー入力応答を提供しなかった場合、ユーザーは、
アップグレードを受け入れなかったと判断され得る。その結果、通知が後で再度表示され
るように、通知は、再スケジューリングされ得る。再スケジューリングされた通知は、（
例えば、ユーザー入力応答および／または通知の内容／タイプに基づき）以前に提示され
た通知と同一であり得るか、またはそれとは異なり得る。いくつかの実施形態では、ユー
ザー入力応答が、ドライバーがいかなるときにもアップグレードが実行されるのを承認し
ないことを示す場合（例えば、ドライバーがアップグレード通知を拒絶して、通知が再度
表示されないことを要求する場合）など、アップグレードは、再スケジューリングするこ
となく却下され得ることを理解されたい。かかる実施形態では、アップグレードデータは
、車載コンピューティングシステムから除去されて、アップグレードは実行されない可能
性がある。
【００５２】
　ドライバーがアップグレードを受け入れる場合（例えば、５０８での「ＹＥＳ」）、方
法は５１２に進んで、アップグレードを実行する。例えば、アップグレードを実行するこ
とは、（例えば、車載コンピューティングシステムで受信されたアップグレードデータに
よって識別され、かつ／またはポイントされるように）追加のアップグレードデータを獲
得すること、アップグレードをインストールするために持続性コードを実行すること、な
らびに／またはアップグレードによって提供された追加および／もしくは変更された機能
でシステムを作動するために、車載コンピューティングシステムを再起動することを含み
得る。
【００５３】
　図６は、ドライバーへの通知の提示を再スケジューリングする方法６００の流れ図であ
る。例えば、方法６００は、車載コンピューティングシステムと関連付けられ、かつ／ま
たは車載コンピューティングシステムと統合されたアップグレードスケジューラによって
実行され得る。流れ図は、アップグレード通知に言及するが、方法は、任意の適切な通知
の提示を再スケジューリングするために、車載コンピューティングシステムによって実行
され得ることを理解されたい。６０２で、方法６００は、アップグレード通知を車両のド
ライバーに提示することを含む。例えば、通知は、車載コンピューティングシステムのデ
ィスプレイ上に表示され得、かつ／または車両のスピーカーを介して可聴的に提示され得
る。６０４で、方法６００は、ユーザーが通知を無視および／または却下したかを判断す
ることを含む。ユーザーがアップグレードを無視および／または却下しなかった場合（例
えば、６０４での「ＮＯ」）、方法は６０６でアップグレードを実行することを含む。
【００５４】
　ユーザーがアップグレードを無視および／または却下した場合（例えば、６０４での「
ＹＥＳ」）、方法は６０８に進んで、車両および／またはユーザー状態を識別する。車両
および／またはユーザー状態は、６１０に示すように、車両の位置、６１２に示すように
、時刻、６１４に示すように、ユーザー／車両の現在の活動（例えば、ドライバーが電話
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中かどうか、車両が作動中および／またはアイドリング中であるか、など）、６１６に示
すように、現在の天気、ならびに／または車両および／もしくはユーザーの状態に関連し
た任意の他の情報などの情報を含み得る。６１８で、方法６００は、車両および／または
ユーザー状態に基づき通知の提示を再スケジューリングするための１つまたは複数の代替
時間を判断することを含む。例えば、通知を表示するタイミングは、ドライバーの注意が
低下していること、および／またはドライバーの活動が高まっていること示す活動状態に
応答して、延期され得る（例えば、通知は、後で表示され得る）。いくつかの実施形態で
は、車両および／またはユーザー状態を示す異なるタイプの情報が、異なる加重を与えら
れ得、かつ／または１つまたは複数の代替時間の選択に互いに異なる影響を有し得る。６
２０に示すように、方法６００は、ユーザーが、好ましい代替時間を示す入力を提供する
ことを可能にするために、代替時間をユーザーに提示することを含み得る。代替時間をユ
ーザーに提示する際に、時間は、加重および／または判断されたランキングに従って順序
付けされ得、それにより、ユーザーが、アップグレードが実行されるべきことを確認する
ことになる可能性が最も高い時間が最初に提示される。他の実施形態では、時間は、時刻
順（例えば、現在の時刻に最も近い時刻が最初に提示され得る）および／または任意の適
切な方法で提示され得る。
【００５５】
　６２２で、方法６００は、通知の提示を再スケジューリングするために選択された時間
の確認を車載コンピューティングシステムに対するユーザー入力から受信することを含み
得る。例えば、ユーザーは、６２０で提示された代替時間の１つを選択し得、かつ／また
は異なる時間を提案し得る。６２４で、方法６００は、通知を選択された時間（例えば、
６２０および６２２が実行される場合はユーザーによって選択された時間、または６２０
および６２２が実行されない場合はアップグレードスケジューラによって選択された時間
）に提示されるように再スケジューリングすることを含む。アップグレード通知を再スケ
ジューリングすることにより、通知は選択された時間に提示され得る。
【００５６】
　図７は、アップグレード通知の車両のドライバーへの提示をスケジューリングするため
の方法７００の流れ図である。例えば、方法７００は、図２のアップグレードスケジュー
ラ２０４などの、車載コンピューティングシステムと関連付けられ、かつ／または車載コ
ンピューティングシステムと統合されたアップグレードスケジューラによって実行され得
る。７０２で、方法７００は、無線（ＯＴＡ）アップグレードサーバーなどの、アップグ
レードサーバーからアップグレードデータを受信することを含む。方法７００は、７０４
で、現在の運転パターンを主要なドライバープロファイルと比較することを含む。７０６
に示すように、方法７００は、現在のドライバーが主要なドライバーであるかを判断する
ことを含む。例えば、現在のドライバーが主要なドライバーかを判断するための実施形態
は、図４に関して前述している。現在のドライバーが主要なドライバーであると判断され
ない場合（例えば、７０６での「ＮＯ」）、方法は７０８に進んで、アップグレード通知
を主要なドライバーのためにキャッシュする。例えば、アップグレード通知は、現在のド
ライバーが主要なドライバーであると判断されるような時まで、自動的に（例えば、ユー
ザー入力なしで）格納され得る。現在のドライバー識別は持続的であり、それにより、現
在のドライバーの運転パターンに関する情報が動的に収集されて、主要なドライバープロ
ファイルと比較される。他の実施形態では、現在のドライバー識別は定期的であり得、か
つ／または特定のイベント（例えば、ドライバーの座席に対する座席圧力センサー上で検
出された圧力における変化、エンジン停止イベント、ドアのオープンイベントなど）によ
ってトリガーされ得る。
【００５７】
　現在のドライバーが主要なドライバーとして識別される場合（例えば、７０６での「Ｙ
ＥＳ」）、方法７００は、７１０に進んで、現在の経路を主要なドライバープロファイル
の既知の経路と比較する。例えば、主要なドライバーの運転習慣に関する履歴データが、
主要なドライバーによって頻繁に走行される経路（例えば、仕事、自宅、頻繁に訪れる商
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店、レストラン、および／または他のランドマークへの／からの経路）を識別し得る。現
在の経路は、ナビゲーションシステム（例えば、図３のナビゲーションサブシステム３１
１などの、車載コンピューティングシステムと統合されたナビゲーションシステム）によ
って識別され得、ナビゲーションシステムは、指定された目的地および／または現在の走
行中に判断された位置情報に基づく走行ベクトルを示し得る。７１２で、方法７００は、
経路が既知であるか、または認識されているかを判断することを含む。経路が既知でない
場合（例えば、７１２での「ＮＯ」）、方法７００は、７１４に進み、経路の終わりまで
（例えば、エンジン停止が検出されるまで、ドアイベントが検知されるまで、ナビゲーシ
ョンシステムによって指定された目的地に到着するまで、および／または経路の終わりに
到達したという任意の他の適切な指示まで）通知を抑制し得る。いくつかの実施形態では
、現在の経路は、主要なドライバープロファイルの既知の経路と持続的かつ／または定期
的に比較され得、通知は、現在の経路が既知の経路と一致するまで、抑制され得る。
【００５８】
　経路が既知であるか、または認識されている場合（例えば、７１２での「ＹＥＳ」）、
方法７００は、７１６に進んで、通知が、経路に沿った既知の停止ポイントで提示される
ようにスケジューリングする。例えば、既知の停止ポイントは、７１８に示すように、経
路の終わり、７２０に示すように、悪名高く長い交通信号（例えば、主要なドライバーが
、平均して、閾値よりも長い期間停止している交通信号）、歴史的に文書化されている走
行中の休憩（複数可）の位置および／もしくは時間（例えば、ローカルに、および／また
はリモートサーバー内に格納されているデータに基づく）、ならびに／または任意の他の
適切な停止ポイントを含み得る。既知の停止ポイントに対する通知のスケジューリングに
応答して、方法７００は、スケジューリングされた時間および／または位置で通知を提示
することを含む。
【００５９】
　図８は、異なる車両／ドライバー状態条件下で、通知の提示に対する成功率を判断する
ための方法８００の流れ図である。例えば、方法８００は、図２のアップグレードスケジ
ューラ２０４などの、アップグレードスケジューラ、および／または車載コンピューティ
ングシステムの外部であってアップグレードスケジューラと通信するサーバーによって実
行され得る。８０２で、方法８００は、通知の提示に対するユーザーの応答（例えば、車
載コンピューティングシステムへのユーザー入力）の特徴を示す通知応答パラメータを受
信することを含む。例えば、パラメータは、８０４に示すように、通知の提示とユーザー
応答の受信との間の継続期間、８０６に示すように、車載コンピューティングシステムで
受信された応答のタイプ（例えば、動作を行う肯定応答、延期の選択、および／または閾
値応答時間内での応答の無視もしくは応答なし）、８０８に示すように、以前の延期／無
視の数、および／または通知に対するユーザーの応答の任意の他の適切なパラメータを含
み得る。
【００６０】
　８１０で、方法８００は、通知に対する応答が受信された時間に対応する車両および／
またはドライバー状態情報を受信することを含む。通知に対する応答が受信された時間は
、ユーザーが車載コンピューティングシステムに対してユーザー入力を提供した間および
／または通知が車載コンピューティングシステムを介して提示されていた間に存在した条
件を反映するために、ユーザー入力および／または状態情報の送信における遅延を補正す
る時間であると判断され得ることを理解されたい。車両／ドライバー状態情報は、８１２
に示すように、時刻／暦日（例えば、曜日／月／季節／年）、８１４に示すように、車両
の位置、８１６に示すように、ドライバー識別、エンジンの作動状態（例えば、エンジン
がアイドリング中か、エンジン速度、エンジンで受信された加速要求など）、および／ま
たは任意の他の適切な車両／ドライバー状態条件などの条件を含み得る。
【００６１】
　８１８で、方法８００は、受信した車両／ドライバー状態情報と通知応答パラメータと
の間の対応を判断することを含む。例えば、対応を判断することは、以前に受信した通知
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応答パラメータを、その通知応答の受信中に存在した条件を示す関連した車両／ドライバ
ー状態情報にマッピングすることを含む。このように、あるタイプの応答とある車両／ド
ライバー状態条件との間の関係が、条件と応答との間の相関関係を示すことが理解され得
る。
【００６２】
　判断された対応に基づき、方法８００は、８２０に示すように、各車両／ドライバー状
態条件に対して関連付けられた成功指標を判断することを含む。例えば、車両／ドライバ
ー状態条件に対する成功指標は、通知をその条件で提示して成功の通知応答（例えば、通
知に応答して動作を実行するための肯定応答－車載コンピューティングシステムに対する
アップグレードを実行するための承認など）となるであろう可能性を示し得る。いくつか
の実施形態では、成功指標は、８２２に示すように、ドライバーごとに判断され得、それ
により、各ドライバープロファイルは、そのドライバーからの情報のみに基づく車両／ド
ライバー状態条件に関係した成功指標を含み得る。追加または代替実施形態では、集計さ
れた成功指標が、複数のドライバー（例えば、受信した車両／ドライバー状態情報で識別
された全ドライバー、特定タイプの車両の全ドライバー、地域内の全ドライバーなど）に
対して判断され得る。例えば、特定の車両／ドライバー状態条件中に存在した通知に対す
る全ての通知応答が、その条件中に受信された応答の平均タイプを判断するために集計さ
れ得る。
【００６３】
　成功指標は、通知を提示するための第１および／または後続のスケジュール時間を判断
するために利用され得る。例えば、アップグレードスケジューラは、通知を提示するかど
うかを判断する際に、相関する成功指標および車両／ドライバー状態条件を受信し、かつ
／または関連付けられた成功指標を受信するために現在の車両／ドライバー状態条件を送
信し得る。アップグレードスケジューラは、閾値より高い成功指標を有する１つまたは複
数の条件から選択された延期選択肢を提示することにより、ユーザーが通知を延期するた
めの延期選択肢を判断するために成功指標を利用し得、成功指標は、その条件下で受信さ
れた以前の通知応答の相関に基づき計算されている。
【００６４】
　図９は、車載コンピューティングシステムに対するアップグレード通知を管理するため
の方法９００の流れ図である。例えば、方法９００は、図２および図３で説明したような
、アップグレードサーバー２１０および／または他の外部サービス３４６のうちの１つも
しくは複数などの、車外サーバーによって実行され得る。９０２で、方法９００は、車載
コンピューティングシステムに対するアップグレード通知を、その車載コンピューティン
グシステムが収容されている車両のドライバーおよび／または乗客に提示するために送信
することを含む。例えば、通知は、９０４に示すように、アップグレードがその車載コン
ピューティングシステムでのダウンロードおよび／またはインストレーションに対して利
用可能であることを示すアップグレード通知を含み得る。車載コンピューティングシステ
ムは、図１の車載コンピューティングシステム１０９に関連して前述したように、車両内
に組み込まれ得、かつ／または恒久的に取り付けられ得る。通知は、９０６に示すように
、車両のドライバーおよび／または乗客に提示するために、複数の異なる車両内の複数の
異なる車載コンピューティングシステムに送信され得る。
【００６５】
　９０８で、方法９００は、それぞれのドライバーが通知を受け入れたか否かの指示を各
車両から受信することを含む。方法９００は、９１０に示すように、各車両に特有のパラ
メータを受信することをさらに含み得る。パラメータは、車載コンピューティングシステ
ムおよび／または別の情報源（例えば、車外サーバー、別の外部サービス、モバイル機器
などに通信的に接続された記憶装置など）から受信され得る。パラメータは、いくつかの
実施形態では、指示と同時に（例えば、同一および／または異なる通信ストリームで）受
信され得る。他の実施形態では、パラメータは、指示の受信前および／または受信後に受
信され得る。パラメータは、車両ならびに／または静的な車両パラメータ（例えば、メー
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カー、モデル、車両識別番号、車載コンピューティングシステム識別子など）および動的
な車両パラメータ（例えば、現在のドライバー／ドライバー状態、車両の作動条件、車両
／ドライバーに対する履歴データなど）の任意の組合せを識別し得る。例えば、パラメー
タは、車両の現在のドライバーに関連付けられたドライバープロファイルを示し得、かつ
／またはそれを識別するために使用され得る。
【００６６】
　９１２で、方法９００は、各車両に特有のパラメータに加えて、受信した指示を格納す
ることを含む。９１４で、方法９００は、格納された指示およびパラメータに基づき、後
のアップグレード通知を提示するタイミングを調整することを含む。例えば、後のアップ
グレード通知は、指示内でドライバーによって選択された時間に提示され得る。タイミン
グは、９１６に示すように、ドライバープロファイルに基づき調整され得る。例えば、ド
ライバープロファイルは、図２および図４に関連して前述したように、過去の運転習慣に
基づき生成され得る。
【００６７】
　通知を第１または後続の時間にインテリジェントな方法で提示することは、通知がドラ
イバーの気を散らさないこと、および通知に含まれる情報がドライバーによって消費され
るであろうことを確実にし得る。通知の提示をスケジューリングするために、車両ならび
に／または車両のドライバー／乗客の以前、現在、および予測される将来の状態に関する
情報を動的に統合することにより、通知は、事前に定義されたスケジューリング技術を利
用するシステムよりも、安全かつ成功裏に（例えば、ドライバーが通知に対して好意的に
－車載コンピューティングシステムに対するアップグレードを実行する要求を肯定するこ
とによるなど、反応する可能性がより高くなる結果となる）ドライバーに提示され得る。
さらに、ドライバーによる通知の却下および／または延期に応答して前述した代替時間の
インテリジェントな提案を利用することにより、本開示のシステムおよび方法は、最初の
提示後に事前定義された間隔に対して提示を自動的に再スケジューリングもしくは延期す
るシステムおよび方法に比べて、ドライバーの邪魔および不満を低減し得る。
【００６８】
　実施形態の記述は、例示および説明を目的として提示してきた。実施形態に対する適切
な修正および変形が、前述の説明の観点から実行され得るか、または方法を実施すること
から獲得され得る。例えば、特に断りのない限り、説明した方法の１つまたは複数が、図
１および図２に関連して説明した車載コンピューティングシステム１０９、アップグレー
ドスケジューラ２０４、および／または通知エンジン２０６などの、適切な装置および／
または装置の組合せによって実行され得る。方法は、１つまたは複数の論理装置（例えば
、プロセッサ）で、例えば、記憶装置、メモリ、ハードウェアネットワークインタフェー
ス／アンテナ、クロック回路、スイッチ、アクチュエータ、ディスプレイなどの、１つま
たは複数の追加のハードウェア要素と組み合わせて、格納された命令を実行することによ
り、実行され得る。説明した方法および関連した動作は、本出願で説明する順序に加えて
、並行して、および／または同時に、様々な順序でも実行され得る。説明したシステムは
本質的に例示であり、追加の要素を含み得、かつ／または要素を省き得る。本開示の主題
は、開示した、様々なシステムおよび構成、ならびに他の特徴、機能、および／または特
性の全ての新規および自明でない組合せおよび部分的組合せを含む。
【００６９】
　本出願では、単数で列挙されて、語「ａ」または「ａｎ」に続く要素またはステップは
、複数の前記要素またはステップを除くとしては、かかる除外が明記されていない限り、
理解されるべきでない。さらに、本開示の「一実施形態」または「一例」への言及は、列
挙した特徴も包含する追加の実施形態の存在を除外すると解釈されることを意図しない。
用語「第１」、「第２」および「第３」などは、ラベルとしてのみ使用され、数値的要件
または特定の位置的順序をそれらのオブジェクト上に課すことは意図していない。前述し
た、車両／ユーザー状態情報、ドライバープロファイル特性、およびシステムへの他の入
力および出力の例は例示であり、包括的であることを意図していないことを理解されたい
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。次の請求項は特に、新規であって自明でないと見なされる前述の開示からの主題を指摘
する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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